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[内容要旨] 
  

本研究は、旧労働組合法（昭和 20 年法律 51 号）およびその改正法である現行労働組合法（昭

和 24 年法律 174 号）について，旧労働省所蔵の立法史料を基に，同法の各規定が，どのような

考えの下に，どのような審議経過をたどって成立し，また現行改正法に至ったのかを隈なく洗い

出し，立法時の趣旨，目的，問題とされた事項等を実証的に追跡，研究したものである。 


